
「
民
法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
及
び
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に

関
す
る
法
律
案
」
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
三
十
年
七
月
五
日

参

議

院

法

務

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

現
代
社
会
に
お
い
て
家
族
の
在
り
方
が
多
様
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
多
様
な
家
族
の
在
り
方
を
尊
重
す
る

観
点
か
ら
、
特
別
の
寄
与
の
制
度
そ
の
他
本
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
保
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

二

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
様
々
な
立
場
に
あ
る
者
が
遺
言
の
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
相
談
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
遺
言
の
積
極
的
活
用
に
よ
り
、
遺
言
者
の
意
思
を
尊
重
し
た
遺
産
の
分
配
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
遺
言
制
度
の

周
知
に
努
め
る
こ
と
。

三

配
偶
者
居
住
権
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
権
利
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
度
の
普
及

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
配
偶
者
居
住
権
の
財
産
評
価
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
手
法
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
検
討
を
行
う
こ
と
。



四

法
務
局
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書
の
保
管
制
度
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
遺
言
者
の
死
亡
届
が
提
出

さ
れ
た
後
、
遺
言
書
の
存
在
が
相
続
人
、
受
遺
者
等
に
通
知
さ
れ
る
仕
組
み
を
可
及
的
速
や
か
に
構
築
す
る
こ
と
。

五

法
務
局
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書
の
保
管
制
度
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
遺
言
書
の
保
管
等
の
業
務
を
つ

か
さ
ど
る
遺
言
書
保
管
官
の
適
正
な
業
務
の
遂
行
及
び
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

六

今
回
の
相
続
法
制
の
見
直
し
が
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
全
般
に
十
分
に
浸
透

す
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
細
や
か
な
広
報
活
動
を
行
い
、
そ
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


